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分娩後1か月の若年産婦の

マターナルアタッチメントに関連する要因の検討

沖縄県立看護大学 O玉城 清子
/1 賀数いづみ

I緒言

近年若年者の性行動の活発化により、二十歳未満の妊娠中絶率や出産率が上昇傾向にある。

若年産婦は産科的リスクも高いが、心理的未熟さにより親役割の獲得がスムーズ行えない場

合もあり、若年産婦は心理的にもハイリスクとされている。

母親の児に対する永続的な情緒的紳をマターナルアタッチメントといい、母子関係の形成

に重要であるといわれている。本研究は若年産婦のマターナルアッタチメントに関連する要

因を明らかにすることを目的としている。

E方法

妊娠確定時20歳未満の若年妊産婦を追跡調査中であるが、今回は分娩後 1か月時点でア

ンケ}トの回収ができた 38人を分析対象とした。倫理的配慮として調査開始時に、調査へ

の参加は自由意志で、不参加による不利益は生じず、調査の秘密は厳守されることを説明し、・

協力を得た。今回の調査内容は個人的背景、マターナルアタッチメント、夫婦関係の調和性、

ソーシャルサポートであり、結婚相手としての希望度は妊娠末期に収集したデータを用いた。

マターナルアタッチメントはTheMaternal Attachm.ent Inven加η側AI)を、夫婦関係の調

和性は Mari組1・DyadicAdjus凶 .entScale{MDAD)を、ソ}シャルサポートは 4下位尺度

{飯田、 ADSI、AVAT、ADAT)のあるTheIn旬rviewScheduled伽 SocialInteraction 

Questionn国re(ISSIQ)用いた。得点は愛着の強さ、夫婦関係の調和性のよさ、ソーシヤルサ

ポートの高さを示す。結掛目手としての希望度はその人と結婚したいと思った程度である。

なお、婚姻してないカップルもいるため夫とはせず、パートナーとした。調査期聞は平成14

年 12月.......16年3月までである。

E結果

対象者の平均年齢は18.8歳(SD1.09歳}、家族形態では核家族、夫婦で実家に同居、母子

のみ実家に同居のうち、『夫婦で実家に同居jが 42.1%と多かった。パートナーの職業形態

は常勤 60.5%、アルバイト 15.8%であった。また、家計の収入源はパートナーによるのが

52.1%で、実母 18.8%、義母 10.4%の順であった。家庭経済状況では『やや苦しいJ44.7% 

で最も多く、「普通Jr苦しい」の順であった。 MAI得点平均は97.8点 (SD6.23)であった。
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MAI得点と個人的背景を一元配置分散分析やt検定で検討したところ、家族形態、婚姻状況、

出産経験、家庭経済状況は関連がなく、関連があったのは結婚相手としての希望度で、結婚

相手として『非常に希望Jや「希望Jは『やや希望Jに比較し有意に得点が高かった(表1)。

また、 MAI得点と MDAS得点やISSIQの下位尺度の相関係数は表2の通りで、 MAI得点

との聞に有意な相関はなかった。
表 1MAI得点と属性l:tIJ鎗定

項目 p ..比陵噂

語11
舘怠由民 115 9咽.5 4.27 
~.で実耳障に閑居 1 16 95.9 8.31 1.640 0.209 
母子@み実窓に同属17 100.7 1.80 

鎗鋼電是認

既錨 1 32 97.3 6.59 I w_' .v':'-A :-.::: -1.369 0.179 
事館 I 6 101J目 1.79 
結婚相手としての婚'1111"1

~常に希望 I 10 99.4 7.04 _ 
4骨盤 1 10 96.8 3.19 2.529 0.025 司 l
やや希11 I 5 6唖.8 8.87 .JJ 

寵鹿倍野4是認 l 
普iI 1 11 97.0 8.84 
やや普Lい 1 17 97.5 5.77 0.445 0.645 
普しい I 9 99.6 3.25 

1)鐙鍾末舗のヂーーより

W考察

表2MAll:箇箆敏kの相関

、万引b恭一ト
AVSI I 0.309 n.s宅
ADSI I 0.259 n.s. 
AVAT I 0.258 n.s. 
ADAT I 0.182 ___I'!.s~ 

AVSI(A'咽 118bllityof田由IInto.... tion):社会的相互禽織の相手の存在
ADS刷 equ8岬 d醐抱li蜘肺首相，):祉会的相互実務の充足鹿
AVATA'四 118bll町 of8抽出montl:情緒的に観信な関係を作
晶己とので昏晶対象者の存在

ADAT(Ad凹uo岬 of8t旬ohmontl:情緒的に観密な関係豊作
ることのできる対象者の充足11

家族形態のうち核家族の者は実家に同居している者より精神的に自立していると推測され、

MAI得点も高いと予想したが家族形態による差はなかった。既婚者は未婚者に比較し、パー

トナーと安定した関係にあると考えられMAI得点も高いと予想したが婚姻状況とMAI得点

に関連はなかった。経済的困難者は生活が不安定であり愛着阻害要因になると予想したが、

家庭経普状況はMAI得点と関連していなかった。 MAI得点に関連があったのはパートナー

との結婚希望度であった。これらのことから、マタ}ナルアタッチメントとは家族形態や家

庭経済等の物理的環境ではなく、好きな人との結婚という心理的要因が関連すると推察され

る。しかし、夫婦関係の調和性とは有意な相聞はなかった。夫婦関係の調和性は日常生活の

ノ号}トナーとの調和性であるため児への愛着と関連がなかったのか、あるいは対象者は婚姻

期聞が短かったためなのか、今後さらにデータを集積し検討したい。ソーシヤルサポートは

育児不安mや産後の抑うつ"との関連があることから、児への愛着とも関連すると推察したが、

今回の調査からは関連性が認められなかった。マターナルアタッチメントとソ}シャルサポ

ートに関し、さらにデータを集積し検討したい。

V結論

若年産婦の分娩後1か月時点のマターナルアタッチメントに関連する要因はパ}トナーの

結婚相手としての希望度であった。
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